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パーク&ライド駐車場のニーズ調査（案） 
 

 実施の目的 
 

那覇市内の渋滞は全国でも有名であり、「豊見城市交通基本計画」では豊見城市内においても需

要渋滞箇所として 20 箇所が挙げられている。また第 3回沖縄中南部都市圏 PT 調査では豊見城市の

公共交通分担率はモノレール・バス合計でも 3%に満たない状況にある。「豊見城市総合交通戦略」

においても豊見城市の課題として「渋滞緩和」が挙げられており、この課題解決は急務と考える。 

渋滞緩和に向けて、那覇市内ではイオン小禄やてだこ浦西駅とモノレールを活用したパーク＆ラ

イドや、本島中部の沖縄市方面からイオンモールライカムへ自家用車で移動し、ライカム駐車場か

ら基幹バスで那覇市中心部へと移動する P&R 実証実験が実施されている。豊見城市でも郊外商業施

設の駐車場を活用した P&R 実証実験を行い、渋滞緩和効果を検証する。 

 

 実施概要 
 

豊見城市には那覇市方面と結ぶバス路線が走るが、その中でも市西部の県道 256 号には多くのバ

スが那覇市方面へと走っている。それらのバスは豊崎方面に立地するアウトレットモールあしびな

ーや MEGA ドン・キホーテなどの商業施設と結節しているので施設の駐車場を利用し、那覇市方面

への移動を県道 256 号を走るバス路線へと乗り換えることで、那覇市内へ流入する自家用車の削

減、ひいては那覇市内の渋滞緩和を目指す。 

 

    

図 P&R実施前後の流動変化イメージ（左：実施前、右：実施後） 
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 利用料金等の検討 
 

県内で実施されている P&R（乗用車）を参考に、豊見城市で実施する際の利用条件（案）を以下

のように想定した。 

＜利用条件（案）＞ 

・豊見城市在住で、那覇市方面へ通勤される方 

・定期的に P&R 駐車場を利用可能な方 

 ※宇地泊では、月 15 日以上の利用がない場合は利用停止としている。 

・台数：30 台前後（実施する商業施設が提供可能なスペース数による） 

・P&R としての利用は平日のみ（商業施設との利用条件による） 

・登録されたナンバープレートの車両のみ利用可能 

・利用時は車内（ダッシュボード等外から確認できる場所）に「許可証」を提示 

 

＜要検討項目＞ 

・利用料金をどうするか、那覇市以外の宇地泊を参考にすると￥2,000／月前後か、または実証実

験として無料とするか。 

※あしびなーとドンキはそもそも駐車場無料。 

・イオンモール沖縄ライカムのように商業施設の商品券購入とするか。 

※あしびなーにはイーアスとの共通お買物券があるが、ドンキは独自商品券なし。 

 

表 沖縄県内で実施されているP＆R（乗用車） 

場所 駐車場 収容台数 利用料金 利用条件他 

小禄駅 イオン那覇店 100 台 月額 3,050 円  駐車場が自宅・勤務地か
ら 1km 以上離れている方 

 要モノレール定期券購入 安里駅 安里十字路高架下 89 台 月額 3,050 円 

てだこ浦西駅 
県道浦西停車場線道路

内 
992 台 

月額 5,000 円 

（全日定期） 

 平日定期 3,500 円、平日土
曜定期 4,200 円 

イオンモール

沖縄ライカム 

イオンモール沖縄ライ

カム駐車場 H区画 
50 名まで 

毎月 5日までに

WAON チャージまた

はイオン商品券

5,000 円分購入 

 P&R 利用は平日 6～24 時
（時間外の入出庫不可） 

 イオンモール沖縄ライカ
ム勤務者は除く 

牧港交差点 宇地泊 P&BR 駐車場 43 名まで 月額 2,200 円 

 駐車場より北方面に居住
し、那覇市以南へ通勤さ

れる方 
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 ニーズ調査 
 

市内商業施設にヒアリングを行ったところ、まず最初に市民のニーズがどのあたりにあるかを把

握したうえで計画を作成する必要があることが分かった。そのため今年度は実証実験ではなくニー

ズ調査とし、広範な対象者から多様なニーズを把握することとした。 

 

＜パーク＆ライド駐車場のニーズに関する調査＞ 

・広く意見を集めるため、豊見城市内外から多くの人が集まる「とみぐすく祭り」会場で実施 

・合わせて豊見城市 HP でも回答を募集 

・アンケートは配布する調査票と Web の両方で回答可能 

・アンケート票には Web 回答ページへとリンクする QR コードを掲示 
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 調査アンケート票（案） 
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